











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Lit▲　1（　｝9｜．こi1．）｜．1　al〕（1　（ ．1　｜ i［）tL　（、｛ ）1 ｜C、　 （　）1｜　、～「’（　）、ノcL　 l　）《tl　｝e［．
19．9×19．1c∫．n（i！．nagtり；・15．5×31，5　cln（papc｝っ
MいU（．・1’io　58
G2｛〕09・〔｝032
19
研究員・客員研究員・インターンシップ・スタッフ・覧
List　of　Curators／Guest　Curators／Internship／Staff
［学芸課］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　料収集補佐
幸福輝　ヒ1駐任研究員　　　　　　　　　fi」1二1馴J問：H21・4・1～9・30
村ヒ｜iSl：哉　学芸課長（絵ll！ii彫刻第2室長兼任・H・22・2・23より絵画　　　鈴村麻Ll！　“
　　　　　彫刻第2室長兼任解除および企画室長兼任）　　　　　　　研修内容：当館の建築に関する資料収集補助
佐藤llll：樹　　主任研グヒ員（研究企［dti室長、H．22．2．23より第1チー　　　　研修期間：H21．4．1　・一　H22．3．31
　　　　　ム・リーダー）
ll5頸）｝　・H22223より第2チ騰ーこ麟る一助
横川li1・紀　　研究員（教育普及室、H．22．2．23より第2チーム）
川口邪f　j三任研究員（資料センター長、H．22．2．23より第3チー　　　菅暗丁‘秋
　　　　　ム．リ＿ダー）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研修内容：当館の建築に関する資料収集補助
～課光lll．1：酬・ラ韻（絵1・1彫刻第1室／乏、H．22．2．23よ哨4チ　研ll多期ll　：H21・4・1～H22・3．31
　　　　　一ム・リーダー）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　須賀藍r’
陳岡めぐみ研究員（絵画彫刻a62室、H．22．2．23より第4チーム）　　　　研修内容：’iG館の建築に関する資料収集補助
新藤淳　　研究員（絵画彫刻第1室、H．22．223より第4チーム）　　　　研修期間：H21・4・1～H22・3・31
大屋馴；師｛　院亙i（版　膝描室長・H・22・2・23より第5チー　　福田京
　　　　　ム’リーダー）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研修内容：小企1也i展「ル・コルビュジエと国立西洋）こ術館」の関連
渡辺illi：輔　　一1：／壬研究員（版画素描室、　H22．2．23より第5チーム）　　　　　　　　　プログラム補助、当館の建築に関する資料整理補助
河ll公リ｝　Fl任研究員（保存修復室長、H．22．2．23より第6チー　　　研修期間：H21・4・1～H22・3・31
　　　　　ム・リーダー）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［キュレーター研修］
「客員ω1究員］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新田建史（静岡県、z美術館1三任学芸員）
マ＿サ．マクリントク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研修期間：H21・4・13～H22・3・31
≧灘騰働青幸1綱職に　語鰍］
讐1㌫術働に関する綱究　　　；㌶當蹴寺繧晶酬）
委1馴」ll　：H21・4・1～H22・3・：31　　　　　　　　　［教情級室（H．22．2．23より第2チーム）］
瀧月・η好　　　　　　　　　　　　研究補u，三員：聾園茂宏・藁谷祐「
馴裕，コンサート伽1協ノJ　　　　　　　　アルバイト：伽鮒之
委嘱1　1間：H21・6・1～H21・8・31　　　　　　　　　［研究資‡ll．センター］
松隈洋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中麻帆
蓼聯謬慧慧負官建築調査　　　漂耀麟22・・k　1）　f；－t／／4チーム・］
難㌶惣禦リ跣　　　聯ii麟；櫟　胡
鍵㌶長前における松方コレクシ。ン。、”f”’？i史　　卿慧撒撒㌘
委嘱期間：H21・41～卜122・3・31　　　　　　　　　　　　　　　　　　［科研費ア戊レバイト］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高城靖之（レンブラントおよびレンブラント派における和紙による版
［インターンシップ］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1由i素描作品のli斤究）
奥村潤f　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　一　　　　［展覧会アルバイト］
研修内容：熱籠麟h當1瓢麟；i嶽蓼与；㌘瓢i麟と
9e
研究活動
RCSearcll　／yctivitiCS
ノ〈屋）Jl；Minti　OYA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河川公男　Kimio　KAWAGUcHI
展覧会企画、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［修i夏処置［
1フランク・ブラングィン展1（2010年2月2311－5月30日）企画・構I」文・　　　　　絵画：油彩lllli3点
監修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　額縁：ILII工
．執筆・監修・荊1｜UJI3．］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彫刻：
作llll解説：1．かたちは、うつる』展カタロ久ll（パ元西洋美術iil官、2009年　　　　　ロダン作品（7点｝免震rl†り板取り付け金物製作
綱ミ：．フランク・ブラング例～iカタ・グ汰屋翔隔、ll粒西澱　　ビストルフィ1・V多刻；死の花嫁たち’，・　’7“°ンズ却i瀞・展示保1削げ
　　　術館2010年　　　　　　　　　　　　゜ンズ製額制作
倫文：「ヴェネツィア・ヘント・・〈リ共紗術館設1言1’にlf・Jかって」　　［謝日i胱1
認～’ブラングィン展』カタ゜久1卵櫛館2°1°年’蹴瓢認1當灘，　欝皇‡烈1渠講
命蛾訳：“Vc）ni・e，　Ghe・t、　and　P・・i・・Desig・i・g　th・Ky・）rak・　　教授指導の，t）
　　　　　Bijutsukan（She（・r　Pleasure　Arts　Pavilion）’＼ex．caし
　　　　　E・・“！・〃・i〃・n・〆川・1”・β’η〃9・・！v〃・N・1ti・nal　M・・eUm・f　　L発表1
作蹴，㌢㌻甥i！鴇糊司川r撒i、㍑！灘llli鴇禦禦編蕊孫瓢㌶
　　　　　2010年　　　　　　　　　　　　　2009年71］
関連年表編集：1フランク・ブラングィン展』カタログ、国、7：西洋美術
　　　　　　　館、2010年、pp」88－199　　　　　　　　　　　　　　　［その他］
関連年表英訳：』‘Biography”，　ex．cat．　Exhibition　ot－　Ftてank　Bt－angt．vγn，　　　J．P．ゲッティ美術館、lkl、’ノ1西洋）ミ術館共ll｝i　l　lこ1際シンポジュウム「）ミ
　　　　　　　National　Museum　of　Western　Art，　Tokyo，2010，　　　術・博物館所蔵コレクションの地震対策」を企画開催、運営
　　　　　　　PP236－242　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同シンポジュウム報；lhl｝1の制作
参考文献共同編集：「フランク・ブラングィン展』カタログ、ll小1た西洋
　　　　　　　　　　美iそボf負官、2010イド、Pp200－213
CG製作監修：「共埠5）こ術館」アートアンドサイエンス社製作、国立
　　　　　　　西洋）3術館［1’フランク・ブラングィン展』にて放映、　　　川lI雅∫・Masako　KAWAGUCHI
　　　　　　　2010イド
エ。セイ：・Vi。9・ans　d。　R。di。　au　J。p…．庇／・・9…〃・〃・δ　［欄乏ぞ［料室のi醐l
　　　　　Ja（；qLtes　Vilain，　Naiss〔mce　de　laル70de／7～∫ゼ，　Editions　du　　　　研究資‡こ1・センター0）公開運川
　　　　　relief，　Paris・　2009・1）P・304－306　　　　　　　　　　　　　　アーティスト・ファイル、11：誌レコードの公開
松ノ∫コレクションに関する資料の収集と整理　　　　　　　　　　　　　チリ〒蔵作品デ＿タ整備
、撒活動］　　　　　　　　　　　　　国、晒｝羊焔飾臓作・lllゲータベースの・“一マリンクliK能追加
フランク．ブラングィン展講演会「壁而装飾とブラングィン　共楽美　　　　国、lil”Xi：術6「i版「想　IMAGINE」との連携検討・試験データ公開
術館へ」2010イ1：3月2711、国、Z西洋美術角’｛講堂　　　　　　　　　　　　　美術館ウェブサイトの公開運川
春・「「楽祭「フランク・ブラングィン展レクチャー＆コンサート」2010　　　資料コーナーの公開運川
年3川川柄ll聯酬館胱　　　　　　　　　フ。イルサ＿バ＿、ドメイン御・1！等
「フランク．ブラングィン展」［1うえの』No．　611（2010年：3月）・PP・39－40　　　　開∬｛50周年記念誌の準備
「ブラングィンの版lllli」『版lllli芸術』No．147（2010年春号）、p．103
「今、、フランク・ブラングイン展。」1文科時報』2（）09年12月り・、P．80　　　　　［調査活動］
「フランク・ブラングイン展」1［文化庁月報』2010年21」膓膓、P．43　　　　　　論文：「もう’つの『アルベルティーナ』：第一川国際美1’ll∫史学会
「フラ・ク・ブラ・グイン展」噺」の窓12・1・・1・2肱1・14　　　≒罐R｝111［贋≧1！蕊li蠕1欝：≧ア’レティ
［版1呵素描室の活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報；IF二「1－Kl　i：tl）Xt一術h∬・博物館研究llは語る：展覧会でつづるHll：
／乍、1，・1‖臥（、関する業イ劣　　　　　　　　　綱螂科学ll欄2°°9年8肱11°・1（1°3・P・79
版1・i素描データベース管∫ln　　　　　　　；1；蹴禦！警6鵜潔1［1；㍗「蕊：砦
版lllli素才lllf閲℃工者対応　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ション研ラ七』no．17（2010年31」）、Pp．64－74
　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「）3術館図書室と・過性資料：II；い1元西洋）こ術館研ラど資料セ
1その他」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンターのアー｝イスト・ファイル公開について」「アート・ドキュ
本館保存活川ワーキンググループ委員　　　　　　　　　　　　　　　　　メンテーション通信』85兄＾、2010年、p．14
11本女∫一大学教養科H非常勤講師　　　　　　　　　　　　　　　　　日1頂発表二「『国、1川｝6羊）こ術館展覧会総覧1960－2009』について：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展覧会レファレンス・ツール作成の試み」（アート・ドキュ
91
　　　　　メンテーション学会第211il秋季研究発表会、2009年10；」　　　［翻∂｛］
　　　　　17日・国、呈西洋美術館講’llリ　　　　　　　　　　　　　　カーレル・ファン・マンデル『絵ll垢刹より（2）、lIKぱ西洋）ミ術h∬川
　　　　　「国立西洋美術館の情報戦略：所ll窺作品データベー　　　　究紀要no．14』2010年3月
　　　　　スを中心に」（アート・ドキュメンテーション学会創、Z20周
　　　　　年記念第4回アート・ドキュメンテーション研究フォーラ　　　　［その他］
　　　　　ム・2009年12月4日・東京巨1立博物館’r一成館大’小講堂）　　　お茶の水女子大学文学博：1；論文審査委員
［外部資金］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慶応義塾大学文学博1：論文審査委員
科学研究費補助金研究成果公開促進費（研究成果データベース）　　　鹿島美術財団推薦委員
「lkけ西洋美術館1り〒蔵作品データベース」　　　　　　　　　　　　　　レンブラントに関する国際シンポジウムの準備
科学研究費補助金若丁研究（B）「美術館の機関アーカイブズに関
する調・径研究」
科学研究費‡lll助金基盤研究（B）「1｜il立西洋美術館を中心とした
ル・コルビュジエ作llllの文化遺産保存活用に関する調査研究」（研　　　佐藤直樹Naoki　SATO
究代表者：東京理科大学山名善之准教授）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［展覧会企［llli］
［その他の活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「アルブレヒト・デューラー版画・素描展宗教肖像自然」4ご画・構
｜liVi　1’1｜lj：「氾子的リソース（一・次資料）」（全国美術flt’｛会議情報・資料　　　　成・監修・2010年10月26日一2011年1月161－1開催ア〃じ
　　　研究部会セミナー・2009年ll月10H・日ミ京国、！tl博物館小講i　　　「かたちは、うつる　Pミけ西洋美術館所蔵版Plii展1展示・カタログ
　　　’ill：　l　l日・IIミ｜、ア西亨羊美…γド「禽‘｛会・議室）　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集C企ll町・擢P茂：碧「藤汚」：）、2009年刀」711－8月161｜
　　　「国、ヒ西洋〕C術lil’iがめざす収蔵作品・図iq：・i：2f料情報サー
　　　ビス」（1，1“門図、1｝：角‘｛協議会関東地区協議会第15回情報サー　　　　［調査研究活動］
　　　ビス研究会・2010年2月1811・東京商工会議所403会議室＞　　　　1玉1立西洋美術館名作選クξ語版編集：Masterpieces　of　the　National
他機関との協力：総合芸術アーカイブに関する懇談会、2009年7月g　　　Museumof　Western　Art，　Tokyo，2009
　　　　　　　日、東京ii藝術大学　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ乍品解説「かたちは、うつる　　1司、7：西洋美術館｝ilr蔵版画展」カタロ
sl」会進行：全IEDミィW館会議学芸員｛｜JI：修会、2010年3月12日　　　　　　　　久新藤淳佐藤llヨニ樹編、国、’元西1羊美術館、2009年
研修：国文学研う七資料館平成21年度アーカイブズ・カレッジ長期コ　　　「ヴィルヘルム・ヘンゼルとファニードイツ・ロマンi：義の目撃間
　　一ス受講（分割履修）　　　　　　　　　　　　　　　　　　1メンデルスゾーン姉弟の歌曲の魅ノJ』コンサートプログラム、東京
学会劾ll・第7511111・ll豹ミ1欄漣盟ミラノ大会（2・・9年8JJ）　　麸整：㌶認i》｛蓼曇㌫三羅て㌫蕊欝
他機関調査：フィレンツェ市内の美術図書館（ヴィラ・イ・タッティ研　　　 堂、2009年ll月29日、PP．9－12
　　　　　　蹴㌶頸罐アンプ゜ジアーナ噸㌫禦辮腰二脇て蕊纏5霊
伺kぱ術館会」義情報・資料研究部会幹事　　　　　　　　　　　　　　ルクス・アルティウム』東京：中央公論）笥’1『出版、2010年3月
1ミ川ノく学非常勤ll｝晋師　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シンポジウム『デューラー受容500年』企画、国立西洋美術館、明治
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学院大学、ドイツ語圏k：術研究連絡系1芒1共催、2010年ll月1311開1‖ij；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定
・1・1福輝Akira　KOFUKU　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［普及活動］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レクチャー1メンデルスゾーン姉弟の歌曲の魅カーLコンサートプロ
講演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グラム、東京藝術大学うたシリーズlx（藝大プロジェクト、メンデルス
膨㌶㌶當；燃瓢蕊嶽竺デルラ嬬耀羅襲瓢も繍ご酬セン
ント）ミ術研究会（清泉女子大学）　　　　　　　　　　　　　　　　　　［研究企画室の活動］
1教育，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2008年度国立西洋美術館報No．43の編集
成城人学大学院非常童力講師、2009年4月一2010年3月　　　　　　　　　慶⊆覧会企lllli計画の調整
金沢）：術1二芸人学非7；『勤講師、2009年7月　　　　　　　　　　　　　　インターンの採用の調整
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客員イ研究員採用の調整
岡酬究」　　　　　　　　　　　　　海州卜張の，鰹
科学川究費トlli助金基盤研究（B）1毎外学術調査「レンブラントおよび
レンブラント派における和紙による版画素描作品の研究」（研究代　　　　［査読委員］
2澗　　　　　　　　　　　　　 陳京藝微学矧り学部1；lf／xtjjlt，ic’一：』第51膓、外部イE読委員、棘藝1駄科学研究費補U力金基盤研究（B）「カーレル・ファン・マンデル著「北　　　　学美術学剖3、2009年
方1山i家伝』の成立と影響に関する比較芸術論的研究」（研究分担
者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［教育活動］
「レンブラント：光の探求闇の誘惑」（2011年開催予定）のための　　　　東京藝術大学美術学剖1芸術学科、特講演習「lkい’〆1西洋）ミ術館の
i“，！　f）ili　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ乍lllll訓］イ巨イリfうど」2009イ1…4－9月
工・卸　　　　　　　　rl愁》ど6麟1；惣瓢㍑濡1舗品酬ユ洲・
「静物画に隠された意味」「1玉陀西洋美術館公式ガイドブック』2009
イド8月、llミ1、Z西洋芙術館
S2
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［その他］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［その他］
東京大学大学院非常勤講師（文化資源学）　　　　　　　　　　　　　カポディモンテ美術館展（2010年1用催）の準備
全国美術館会議企画担当幹事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラファエッロ展（2013年開My．定）の準備
文化庁「美術品等の貸借に係る諸課題に関する調査研究協力者　　　本iiil「i保存活川ワーキンググループ委貝
会議」ワーキンググループ委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　50周年記念事業「イ川・究員が語る国“川｝耳洋美術館の50ηミ」制作
美術史学会委嘱委員
横山佐紀Saki　YOKOYAMA
［展覧会関係教育普及活動］
「ルーヴル美術館展　　17世紀ヨーロッパ絵画」
講i演会実施
先生のための鑑賞プログラム実施
障がい者のための特別鑑賞プログラム実施（協力：’三菱商事）
「ル・コルビュジエと国、’tl西洋美術iilVi」展
講演会ほか教育普及プログラム準備・実施
展示補助
カタログ編集協ノJ
「占代ローマ1間lllの遺産」展
講演会・シンポジウム実施
先生のための鑑賞プログラム実施
作品和文リスト
作品英文リスト
会場作llllll解ill色パネル
団体向けオリエンテーション
「ローマ未来の原風景by　HASHI」展
トークショー実施
「フランク・ブラングィン展」
講演会実施
先生のための鑑賞プログラム実施
作品和文リスト
作品英）1（L’リスト
会場作品解説ノ〈ネル
会場川作品解1、兇パネル拡大文字版制作
［調企・川：究活動］
科学研究費葡ll助金若f研究（B）「アメリカのミュージアムにおける
教育プログラムの公共性と民間資金に関する基礎的研究」
ナショナル・ポートレート・ギャラリー（ワシントンDC）・メトロポリタン
美術館教育普及プログラム調査、2010年2月25日一3月1211
［その他］
「FUN　DAY2009」］i≧1頗・”実施、2009イ1…7月lII－1、1211
0PEN［mlseumプロジェクト準備
「うえの、「」2009年7月り’5「セイビまるごとお楽しみ！FUN　DAY　2009」
執十
渡辺illf輔Shinsuke　WATANABE
［調査・研究活動］
在外研究（フィレンツェ）こ術館・文化財監督局客員研究員）、2009年
9月一2010年2J」
［孝支育f？舌重力］
お茶の水大学非常勤講flii、2009年4－9月
武蔵野美術大学版IIIIi研究室特別講義、2009年5月27－2811
明治学院大学芸術学科特別講義、2009年6月1211
「1
国、’ノ1西洋）ミ術負lnl乏No．44
荊旙∬三つδ「iJi－Il司、‘ノ：1｝9’　U：’一）こそ’F」二ll1’｛　2011イド：3月3111
制作一コギト
印刷一猪瀬印1削株式会社
ANNUAL　BULLETIN　OFTHE　NATI（’）NAL　MUSEUM　OF　WESTERN　ART
No，44（April2009－March　2010）
Published　by　Nati（）nal　Museum　of　Western　Art，Tokyo　March　31，2011
◎National　Museしlm　of　WPestu｜’］1　Art．　Tokyo．2川l
Priitt〔・（／加」σρθ∫’
ISSN　Ogl9－0872
The　National　Museum　of　WOstern　Art
